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佐伯がいちばん！

外
か
ら
見
た

佐
伯
市
・
大
手
前
計
画
に
つ
い
て･

･
･

平
成
26
年
４
月
に
着
任
し
、
副
市
長
と
し
て

大
手
前
開
発
事
業
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。当

時
、
「
外
（
福
岡
）
か
ら
来
た
何
も
知
ら

な
い
人
で
大
丈
夫
な
の
？
」
と
い
う
声
も
あ
る

中
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
ま
た
、
通
勤
や
散

歩
の
際
、
見
知
ら
ぬ
私
に
い
つ
も
元
気
よ
く
挨

前佐伯市副市長

白 川 逸 喜

令和２年度開館記念事業のラインアップ決定

市
は
、
「
様
々
な
人
々
が

交
流
す
る
拠
点
」
「
文
化
・

芸
術
・
情
報
発
信
の
拠
点
」

「
歴
史
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

ま
ち
」
を
目
標
に
大
手
前
開

発
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

事
業
地
内
の
各
施
設
は
、
に

ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
、
様
々

な
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
場
と

し
て
機
能
す
る
よ
う
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も

広
場
は
、
日
常
の
憩
い
と
安

ら
ぎ
の
場
と
し
て
の
機
能
も

兼
ね
備
え
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
城
山
か
ら
続
く
緑
の
景

観
を
繋
ぎ
、
様
々
な
活
動
を

通
し
て
、
に
ぎ
わ
い
や
憩
い

を
創
出
す
る
こ
と
で
、
ま
ち

の
交
流
拠
点
と
な
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

永
く
、
佐
伯
豊
南
高
校
の
歴
史
を

見
守
り
続
け
た
エ
ノ
キ
は
、
大
手
前

に
根
を
移
し
、
新
た
な
役
目
を
担
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
の
姿
は
、
大
き
な

幹
と
根
張
り
の
美
し
さ
の
特
徴
に
加

え
、
し
な
や
か
に
伸
び
た
枝
葉
が
心

地
よ
い
木
陰
を
演
出
し
て
く
れ
ま
す
。

エ
ノ
キ
は
「
縁
」
に
通
じ
る
と
も
云

わ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
佐
伯
豊
南

高
校
で
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ

こ
で
も
ま
た
訪
れ
た
人
た
ち
を
見
守

り
、
素
敵
な
交
流
の
場
を
創
出
し
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

１
月
20
日
、
大
手
前
広
場
に
て
、
佐
伯
小
学
校
の

児
童
約
１
０
０
人
（
１
年
生
と
５
年
生
）
が
見
守
る

中
、
エ
ノ
キ
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

本
年
10
月
31
日
に
開
館
す
る
さ
い
き
城
山
桜
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
開
館
後
1
年
間
を
め
ど
に
実
施
す
る
記
念
事
業
の
う

ち
、
令
和
２
年
度
に
実
施
す
る
主
催
・
共
催
事
業
が
決
定
し

ま
し
た
。
事
業
の
企
画
に
当
た
っ
て
は
、
国
内
外
の
優
れ
た

文
化
芸
術
を
紹
介
す
る
鑑
賞
事
業
、
市
内
各
地
の
祭
り
や
伝

統
文
化
な
ど
、
地
域
の
特
色
を
い
か
し
た
創
生
事
業
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
講
座
、
講
演
会
な
ど
、
市
民
文
化
の
す
そ
野

を
広
げ
る
普
及
事
業
、
以
上
３
つ
の
事
業
タ
イ
プ
を
念
頭
に

置
い
て
、
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

お
よ
そ
18
㌧
の
エ
ノ
キ
を

ク
レ
ー
ン
で
吊
り
、
植
樹
し

て
い
く
作
業
、
児
童
た
ち
の

目
に
は
ど
の
よ
う
に
映
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
い
つ
か
こ

の
木
を
見
て
こ
の
日
の
こ
と

を
思
い
出
し
て
く
れ
る
で
し

ょ
う
か
。
今
後
、
事
業
が
完

了
し
、
子
供
た
ち
が
こ
の
木

の
周
り
で
楽
し
そ
う
に
遊
ん

で
い
る
姿
が
目
に
浮
か
び
ま

す
。
移
送
の
た
め
枝
を
切
り

軸
だ
け
と
な
っ
た
今
は
、
十

分
な
木
陰
を
作
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
場
所
で

少
し
ず
つ
芽
吹
く
枝
葉
は
、

広
場
を
に
ぎ
わ
い
と
憩
い
の

空
間
へ
と
変
え
て
い
く
で
し

ょ
う
。

ま
ち
の
広
場

新
し
い
大
地
に
根
を
下
ろ
し
て

賑
わ
い
の
創
出

憩
い
と
安
ら
ぎ

交流拠点を目指して『まちの広場』1
月
19
日
午
前
４
時
、
交
通
量
の

少
な
い
こ
の
時
間
帯
に
旧
佐
伯
豊
南

高
校
か
ら
大
手
前
開
発
事
業
地
内
の

広
場
に
樹
木
（
エ
ノ
キ
）
を
移
送
し

ま
し
た
（
約
１
㎞
）
。
高
さ
10
ｍ
近

く
あ
る
エ
ノ
キ
の
移
送
は
、
周
辺
の

建
物
や
信
号
機
な
ど
を
か
わ
す
た
め
、

交
通
規
制
を
伴
う
大
移
動
と
な
り
ま

し
た
。

縁(

エ
ン)

の
木

①
根
回
し

②
搬
送
中

③
到
着

大手前広場作業状況

（吊り降ろし）

広
場
整
備

旧佐伯豊南高校のエノキ

広場(植樹を見守る児童たち)

１
０
０
０
ｍ
の
大
移
送

野外劇場前広場(仮称)

大手前広場(仮称)

(写真はイメージ)

(大道芸フェスタ時の様子)

社
会
見
学

国道217号

大手前

拶
を
し
て
く
れ
た
高
校
生

の
姿
が
今
で
も
思
い
出
さ

れ
ま
す
。
佐
伯
市
で
の
生

活
、
そ
の
第
一
印
象
は
驚

き
と
心
地
よ
い
も
の
で
し

た
。ま

た
、
休
日
・
公
務
を

通
じ
て
市
域
を
周
る
の
が

楽
し
み
で
、
「
地
元
の
方

と
の
お
話
」
や
、
「
水
の

子
灯
台
守
跡
」
「
宇
目
の

神
楽
」
な
ど
様
々
な
歴
史

・
伝
統
文
化
に
触
れ
、
感

動
し
た
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
城
山
か
ら
望

む
大
手
前
を
眼
下
に
し
、

自
分
な
り
に
構
想
を
描
い

た
も
の
で
し
た
。

大
手
前
計
画
を
進
め
る
上
で
、
「
前
計
画
」
に
係

る
地
元
関
係
者
の
方
々
の
思
い
を
大
切
に
す
る
こ
と

を
考
え
て
お
り
ま
し
た
。
お
会
い
す
る
機
会
を
得
て

お
話
を
伺
い
、
ご
苦
労
や
大
手
前
に
対
す
る
思
い
の

言
葉
は
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

市
民
会
議
・
高
校
生
部
会
、
大
手
前
開
発
基
本
計

画
協
議
会
の
皆
さ
ん
の
議
論
、
ご
意
見
な
ど
を
伺
い
、

大
手
前
に
対
す
る
思
い
や
熱
意
は
す
ば
ら
し
く
、
心

が
動
か
さ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

大
手
前
開
発
基
本
計
画
策
定
に
当
た
り
、
長
年
大

手
前
に
関
わ
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
情
熱
を
も
た
れ
て

い
た
課
長
を
始
め
関
係
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
無
理

な
注
文
も
い
た
し
ま
し
た
が
、
十
分
に
応
え
て
く
だ

さ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

人
口
減
少
等
の
現
状
に
お
い
て
、
「
地
域
の
元
気

・
活
性
化
」
は
容
易
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
取
組
に
と
ら
わ
れ
な
い
「
様
々
な
発
想
」
も

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
が
で
き
る
の
は

「
人
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
の
知
る
佐
伯
人

（
さ
い
き
び
と
）
、
さ
き
に
述
べ
た
若
者
に
も
そ
の

「
力
」
は
十
分
に
備
わ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

さ
い
き
城
山
桜
ホ
ー
ル
の
10
月
オ
ー
プ
ン
を
心
か

ら
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
益
々
佐
伯
市
が
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
心
か

ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
佐
伯
市
の
応
援

団
の
一
人
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

城山から望む大手前

〈
令
和
２
年
〉

◇
10
月
31
日(

土)

世
界
的
ピ
ア
ニ
ス
ト

小
菅
優
ピ
ア
ノ
独
奏
、
佐
伯

出
身
能
声
楽
家

青
木
涼
子
に
よ
る
謡
と
弦
楽
四
重

奏
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交
響
曲
第
九
番
の
演
奏
と

合
唱

◇
11
月
1
日(

日)

さ
い
き
創
生
こ
ど
も
・
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演

「
タ
カ
ラ
と
ワ
カ
海
を
越
え
る
軌
跡
～
桜
編
～
」

◇
11
月
3
日(

火･

祝)

ネ
マ
ニ
ャ
・
ラ
ド
ゥ
ロ
ヴ
ィ
チ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

演
奏
会

◇
11
月
14
日(

土)

15
日(

日)

第
２
回
さ
い
き
Ｂ
Ｉ
Ｇ

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｇ
！
大
道
芸
フ
ェ

ス
タ

◇
11
月
22
日(

日)

第
40
回
九
州
・
沖
縄
現
代
音
楽
祭

民
族
楽
器
を

含
む
小
編
成
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
演
奏
会

◇
11
月
28
日(

土)

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
聴

く
ジ
ブ
リ
音
楽

◇
11
月
29
日(

日)

伊
勢
正
三
コ
ン
サ
ー
ト

◇
12
月
20
日(

日)

生
で
聴
く

の
だ
め
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
の
音
楽
会

（
ピ
ア
ノ
版
）
人
気
漫
画
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ

ー
ト
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
演
奏
会

〈
令
和
３
年
〉

◇
1
月
24
日(

日)

自
衛
隊
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

吹
奏
楽
演
奏
会

◇
2
月
7
日(

日)

神
田
松
之
丞
独
演
会

◇
2
月
13
日(

土)

柳
家
権
太
楼
・
県
南
落
語
組
合
ジ
ョ
イ
ン
ト
寄
席

◇
３
月
７
日(

日)

合
唱
春
の
祭
典

市
内
合
唱
団
に
よ
る
合
唱
と
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

◇
３
月
14
日(

日)

生
で
聴
く

の
だ
め
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
の
音
楽
会

（
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
版
）

◇
3
月
27
日(

土)

28
日(

日)
Ｔ
Ａ
Ｏ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

世
界
的
な
和
太
鼓
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

◇
３
月
28
日(
日)

春
の
祭
典

各
地
の
伝
統
文
化
、
食
の
魅
力
を

発
信

◇
月
イ
チ
企
画

映
画
鑑
賞
や
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催


